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わらアートまつりを
開催します

　世界最大の「田んぼアート」から出た稲わらを使い制作さ
れる、巨大な「わらアート」の展示を行います。
　巨大な わらアート制作実行委員会では、完成したわらアー
トを披露するため、「わらアートまつり」を開催します。

▶日　　時　11月27日㈰午前10時～午後2時※荒天中止
▶場　　所　古代蓮の里
▶主　　催　巨大な わらアート制作実行委員会
▶そ の 他　 わらアートは、平成29年3月26日㈰まで展示

します。
▶問い合わせ　同実行委員会事務局（商工観光課内・内線382） 写真は昨年のものです

2016 ぎょうだ“夢”まつり
　今年も「ぎょうだ“夢”まつり」を開催します。農産物や花の直
売を行う農業祭ブース、自然環境を学ぶことができる環境ブー
ス、県内外のご当地グルメが集結するご当地グルメブースなど、
さまざまなブースが設けられ、会場を盛り上げます。
　また、ゼリーフライ大食い大会、行田ゼリーフライ選抜総選
挙、行田菓子工業組合によるお菓子のバイキング、オリジナル
足袋のファッションショー「ぎょうだ足袋コレ」などイベントが
盛りだくさんです。

▶日　　時　11月23日㈬午前10時～午後3時※荒天中止 
▶場　　所　産業文化会館前
▶主　　催　ぎょうだ“夢”まつり実行委員会
▶問い合わせ　同実行委員会事務局（商工観光課内・内線382）

第4回ゼリーフライ大食い
大会参加者募集

　ゼリーフライを10分間でどれだ
け食べられるかを競います。  
 ▶ 開催時間　午後0時30分（予定）
▶ 場　　所　会場内メーンステージ
▶ 対　　象　高校生以上
▶ 募集人数　20人（先着順） 
▶ 参 加 費　500円（当日徴収）
▶ 賞　　品　上位3人に賞品を贈呈
▶ 申し込み　11月1日㈫～ 14日㈪に直接または電話で同実
行委員会事務局（商工観光課内・内線382）

昨年の大会の様子

　行田菓子工業組合員15店舗の商品を
食べ比べができる、お菓子のバイキング
に参加しませんか。

▶開催時間　午前11時および午後2時
▶場　　所　産業文化会館エントランス
▶定　　員　各回ともに100人(先着順)
▶参 加 費　1人500円　
▶ 参加店舗　菓子工房オリーブ、金沢製
菓、行田風月堂、さきたま風月庵、シャ
ロン、十万石ふくさや、大徳商会、玉
川屋、秩父家、戸塚煎餅、野中米菓、
花扇、ベルベ、ボンズ、ルーブル

▶ 申し込み　事前に参加店舗へ申し込み
ください。

▶問い合わせ　同組合会長金沢☎559―1663

お菓子のバイキング
参加者募集

　古代蓮を題材にして行われた「蓮まつり俳句・写真コ
ンテスト」の入賞作品が決定しました。作品（俳句は最優
秀賞・特選、写真は特選・入選・佳作）は古代蓮会館内
で展示しています。
　なお、俳句の優秀作品集を同館および商工観光課で配
布しています。

▶展示期間　11月13日㈰まで※月曜日休館
▶入 賞 者（順不同・敬称略）
俳句　最優秀賞　小林紀久夫（草加市）
　　　特　　選　 坂本登女（加須市）、福島一男（鶴ヶ島市）

池田好花（行田市）、下田将希（行田市）
倉上郁衣（太田市）、柳沢紀子（行田市）
平岡正子（海老名市）、北嶋雅之（桶川市）
小川幸義（川越市）、松本百（上尾市）

写真　特　　選　斉藤郁太郎（久喜市）
　　　入　　選　 鈴木篤史（鴻巣市）、福室律子（杉並区）

番場享（久喜市）、坂本たつ江（桐生市）
斎藤実次（深谷市）、早野由香（さいたま市）
山田實（さいたま市）、太田利之（伊奈町）
鈴木清子（さいたま市）、山田信夫（行田市）

▶ そ の 他　古代蓮会館の入館には入館料（大人400円、
小・中学生200円）が必要です。開館時間は午前9時～
午後4時30分（入館は午後4時まで）です。

▶問い合わせ　行田市観光協会（商工観光課内・内線382）

「蓮まつり俳句・写真コンテスト」
の入賞作品が決定しました

　地方創生包括協定事業およびぎょうだエコノミック
ガーデニング事業の一環としてセミナーを開催します。

▶日　　時　11月29日㈫午後3時～ 5時
▶場　　所　商工センター 403研修室
▶内　　容　
市内の産業紹介
・産業統計からみた主要産業の確認
・各産業における主な市内事業者の紹介
・市内事業者の出荷品、仕入れ品の確認
・ 「これは使える」「これは使ってもらえる」など、自分以
外の市内事業者がどのように事業展開をしているかを
学び、自らの事業をどのように展開していくか研究する
市や商工団体が提供する主な制度および補助金の紹介
・事業所ホームページ立ち上げ事業補助金
・エコノミックガーデニング事業 など
▶対　　象　市内の事業者または起業を目指す方
▶ 主　　催　行田市、行田商工会議所、南河原商工会、
㈱埼玉りそな銀行
▶ 申し込み・問い合わせ　11月21日㈪までに直接、電話、
FAXのいずれかの方法で商工観光課産業振興担当（内
線384）【FAX】553―5063

行田での事業展開の魅力再発見

　ご当地グルメでまちおこし活動をしている団
体が全国から集まるＢ―１グランプリ。今年は、
Ｂ―１グランプリスペシャルと題し、「住みた
いまち・行きたいまち・応援したいまち」をテー
マに、東京お台場・臨海副都心で開催されます。
このたび、行田ゼリーフライ研究会と一緒に、
ボランティアとして行田市をPRしてくださる
方を募集します。

▶期　　日　12月3日㈯・4日㈰　
▶集合・解散　市役所前（大型バスで送迎）
▶内　　容　ゼリーフライの提供の手伝い
▶募集人数　10人程度
▶ 申し込み・問い合わせ　11月15日㈫までに、
同会松井☎080―3150―7282または商工
観光課観光担当（内線382）

Ｂ-１グランプリのボランティア
を募集します

　平成13年4月22日にグランドオープンし、
今年で15年目を迎えた古代蓮会館が、10月4
日に入館者数100万人を達成しました。
　この記念すべき100万人目となったのは橋
本芳一さん（久喜市在住）。工藤市長から100
万人目の認定書と田んぼアートで採れた新米
「彩のかがやき」１俵や古代蓮会館入館招待券
などの記念品の目録を受け取った橋本さんは
「古代蓮会館の100万人目の入館者と聞いて、
大変驚きました。毎年田んぼアートや古代蓮
を見に来ていますが、大きく立派なものだと
いつも感心しています。これからも健康なうち
はまた来たいと思います」と喜びを語りました。

▶ 問い合わせ　都市計画課公園担当（内線5602）
または古代蓮会館☎559―0770

古代蓮会館の入館者数が
100万人を達成しました

古代蓮会館100万人目の入館者となった
橋本芳一さん家族


